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京都モデルフォレスト協会 平成２２年度事業報告 

 

 

１ 京都モデルフォレスト運動の普及啓発   

 

(1) 「まちなかの森づくり事業」を実施（22 年度新規事業） 

森や緑の少ない街中において、暮らしに潤いを与える緑の環境づくりを進め、府民等の森林や

緑の大切さの認識を広めるため、まちなかでの身近な森づくりとしての植樹活動に対して支援す

る事業を公募しました。 

実施主体は、市町村、学校、緑化関係団体等です。 

【２２年度の取組団体】 

団  体  名 事 業 内 容 

京都府立桃山高等学校 正門前桜並木植樹 

京都府立八幡支援学校 校庭（緑地）もみの木他植栽 

（財）京都市都市緑化協会 二条公園ハナミズキ植栽 

 

 

 (2) 普及啓発イベント等でモデルフォレスト運動をＰＲ 

・新緑祭 in 府民の森ひよし 
（5/2～5/5）※京都府と共催 

・京都大作戦（太陽が丘での野外コンサート） 

 （7/10～11） 活動のＰＲと緑の募金活動 

・ＳＫＹフェスティバルにブース出展 

（9/18～19） 

・水都大阪森林の市にブース出展 

（10/9～10） 

・水土里フェスタ in 京都駅ビル 
（10/22～28）※水土里ネット、森連と共催 

・農林水産フェスティバルにブース出展 

（11/27～28） 

・京都環境フェスティバルにブース出展 

（12/11～12） 

 

（３） 府民向け体験イベント 

① 芦生原生林自然観察ツアー（5/9、6/12、10/17） 

  春の芦生で最も人気のある枕谷を日本エコツーリズム協会に選ばれているガイドと散

策する芦生原生林を満喫する自然観察ツアーを３回開催し、計１１３名が参加がありま

した。 

 

② ゴーヤの「緑のカーテン」の取組 

府内の親子や緑の少年団員から参加者を募り、３２名が取り組んだ。参加者は、5 月に

府民の森ひよしで、地球環境問題や緑のカーテンの役割を学ぶ講習会に参加したあと、
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実際に自宅で緑のカーテンを育成し、3 月 5 日のボランティアの集いで活動報告が行われ

ました。 

 

(4) 広報誌『以森伝心』の発行、ＨＰでの情報発信ほか 

 ・ 年 3 回情報誌を発行し、会員に配布したほか、ＨＰやイベント等で情報発信しました。 

・ 企業等からの要請を受けて、モデルフォレスト運動の意義や取組状況、森林を守り育

むことの重要性等を説明し、活動への参加を呼びかけました。 

・ 通常総会(5/26)の記念講演として、京都大学大学院教授で協会理事の森本幸裕先生から

「生物多様性の保全に係る地球規模での課題」について講演をいただきました。 

 

２ 森林ボランティア活動の推進   

 

① 京都ＳＫＹ大学森林体験活動を実施 

（4/20、府民の森ひよし） 

 京都ＳＫＹセンターに設置されたＳＫＹ大学環境学習活動コースの現地研修として、33 

名の参加で森林体験活動を実施する予定でしたが、天候の関係で木工体験と間伐の意義等 

の講話に変更して実施しました。 

 

② 竹の環プロジェクト開催 

（5/9、10/16 京都大学桂キャンパス） 

住友生命、京都大学、協会会員や周辺住民等約 200 名が参加し、京大桂キャンパス内に

おいて春・秋の２回にわたり竹林の整備やタケノコ掘り等を実施しました。平成 19 年度か

ら 4 年目の取組となります。 

 

③ 森林ボランティアリーダー養成講座（9/11、10/16、11/7、11/13～14、12/11） 

企業等による森林づくり活動を推進するため、企業内に森林ボランティアのリーダーを

養成するための講座を昨年度に引き続き5回シリーズで開催し、９名の受講がありました。 

森林の講義、間伐実習、野外活動の安全対策、普通救命講習、里山林の利用実習、木材

利用施設の見学、ペレットづくり体験などを行いました。 

 

④ 「京の七夕」用の竹材提供活動を実施 （8/1 京大桂キャンパス） 

昨年度新たに開催された「京の七夕」行事に必要な竹材を供給するために、会員等 

57 名の参加を得て、京都大学桂キャンパス内の竹林整備を実施しました。  

100 本以上の伐採した竹材が「京の七夕」行事に利用されました。 

 

⑤ 「森の女子会」体験活動  （11/14 府民の森ひよし） 

  林業に関心を持っていたり、森林を研究テーマにしている京都の女子大生が中心となっ

て、7 月に「林業女子会＠京都」が設立されました。 

 女子会からの要請等を受けて、協会と林業女子会の共催で、25 名の女性会員が森の学習

や広葉樹の整備体験活動等に取組みました。 
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⑥  京都の伝統文化継承に貢献する森づくり活動実施（11/23、三井物産社有林） 

五山の送り火や鞍馬の火祭で使うマツやコバノミツバツツジの育成、確保のための広葉

樹の抜き伐り作業体験を通じて、京都の伝統行事の伝承への貢献と森林整備や木材利用の

重要性等への理解を深めるための活動を昨年度に引き続き、大文字保存会、鞍馬火祭り保

存会の協力を得て、会員等２７名が広葉樹の整備活動を実施しました。 

 

⑦  森林ボランティアのつどいの開催（3/5、府民の森ひよし） 

  森づくり活動に関心にあるボランティアや家族連れ 50 名が参加して、バーベキューやダ 

ッチオーブン料理を参加者みんなで料理して親睦を深めた後、隣接の南丹市郷土資料館内 

のかやぶき古民家に場所を移して、森に関するテーマを話題に座談会を行いました。 

 

 

 ３ 企業等の参加による森林づくり活動の推進   

(1) 企業等からの寄付金による森林づくり事業の展開 

企業等からの寄付を原資に、京都府森林利用保全重点区域等の森林整備を推進し、森林

の公益的機能を確保するため森林づくり基金事業を設けている。22 年度は、それぞれの企

業等が参加している森林づくり活動地への寄付（計 3,864 千円）のほか、次の企業等から

府内の森林づくりのために寄付をいただき、森林づくり基金運営委員会（10/29 開催）で審

議の上、府内の森林整備等に活用した。 

 
寄付者 寄付金額（千円） 備考 

ＪＲ西日本㈱ 3,663  
京都銀行 3,370  
近畿自販機ｻｰﾋﾞｽ 11  
コカコーラ自販機 165  

  

＜寄附金による森林づくり基金事業の状況＞ 

事業実施地域 交付額 

（千円） 
事業実施地域 交付額 

（千円） 
宇治田原町立川御林山 1 他 1 筆 641 南丹市八木町玉ノ井 559 
宮津市小田 1,557 亀岡市宮前町神前 36 
大山崎町字大山崎小字古城 742 亀岡市篠町王子西長尾 337 
宇治田原町南吉浦 1,626 亀岡市旭町湯谷山 150 
宇治市炭山 402 亀岡市東別院町東掛桜峠地内 1,308 
和束町大字湯船小字猪の谷 1,848 長岡京市長法寺奥山ほか 984 

 

(2) 企業等の参加による森林づくり活動の展開 

22 年度はグンゼ㈱、虎屋、陸上自衛隊が新たに森林づくりに参加され、府内での企業等 

の活動は 29 ヶ所、32 団体に拡大しました。 

 

１）地域住民等と連携した協議会等を設置   ９箇所 

   ○丹後モデルフォレスト地域協議会  ○宮津ふるさとの森を育てる協議会 
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   ○毛原地域森林利用保全活動協議会  ○神前ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ推進協議会 

   ○美山産官学公連携協議会（ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

○西山森林整備推進協議会      ○天王山周辺森林整備推進協議会 

   ○山城モデルフォレスト推進協議会  ○井手町豊かな緑と清流を守る協議会 

 

  ２）企業・団体等による森林づくり活動の概要 

    京都モデルフォレスト協会、市町村、京都府等と協定を締結するなどにより、森林づく

り活動を行っている企業等の位置図は、別添のとおりです。 

①活動の主な目的 

活動の主な目的 企業等数 企 業 等 名 

環境保全 

温暖化防止への貢献 

１６ 

 

東芝、ＮＴＴﾄﾞｺﾓ、積水化学工業、 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｫﾄ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ、ｴｽﾍﾟｯｸ 

ＫＤＤＩ、ニッセイ、住友生命、

京大、島津製作所、オムロン 

ＢＡＴジャパン、カミッグ、 

モリカワグループ、京都生協 

宮津ふるさとの森を育てる協議会 

社会・地域貢献 

 

 

 １２ 村田製作所、三共精機、佛教大学 

全労済、三洋電機、平和堂、 

京都乙訓ﾛｰﾀﾘｰ、ﾜﾀｷｭｰｾｲﾓｱ、三洋

化成工業、グンゼ、虎屋、陸上自

衛隊 

水源林の保全 

 

  ３ サントリー、コカ・コーラ 

京都南ライオンズ 

伝統行事への貢献   １ 三井物産 

     

  ②活動の形態 

形    態 企業等数 

① 社員等のボランティア活動 ２０ 

② ボランティア活動と資金提

供 

１１ 

③ 資金提供      １ 

 

  ③主な活動内容と年間の活動回数                   

主な活動内容 企業等数 

広葉樹の整備       ２７ 

人工林の整備   １１ 

竹林の整備    ６ 

木工等    ８ 

環境学習等   １６ 

        

 

年間活動回数 企業等数 

 ２回程度 ２７ 

 ５回程度    ３ 

 ６回以上    ２ 
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＜企業等の森づくり 実施地域＞ 

 

日本生命
(京丹波町和田）0.39ha

エスペック
（福知山市大江町毛原）126ha

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｫﾄ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

つつじの森づくり

三共精機、佛教大学
(南丹市美山町宮脇) 205ha

オムロン綾部事業所

三洋電機

三洋の森

(南丹市美山町中）7ha

三井物産
(京都市梅ケ畑) 19ha

住友生命、京都大学
(京都市･京大桂キャンパス) 0.5ha

京都南ライオンズクラブ
(京都市比叡山) 8.2ha

オムロン京都事業所

コカ・コーラウエスト
きょうとさわやか自然の森

オムロン京阪奈ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀ

ＮＴＴドコモ
ドコモ京都宇治の森
(宇治市炭山) 50ha

ワタキューセイモア
(井手町多賀大正池）３６ha

東芝
(亀岡市東別院町東掛）68ha

サントリー
(長岡京市西山) 800ha

(大山崎町天王山)250ha

京都乙訓ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ
(長岡京市西山）0.28ha

KDDI
(大山崎町天王山)5.6ha

ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｱﾒﾘｶﾝ･ﾀﾊﾞｺ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ
(長岡京市西山）0.5ha

全労済京都府本部

全労済の森

(亀岡市神前） 0.5ha

村田製作所
(亀岡市神前） 48ha

島津製作所
(南丹市八木町鳥羽・玉ノ井)

活動中２３ヶ所･２５団体

日本生命
(精華町北稲八間）2ha

平和堂
(和束町湯船） 15ha

積水化学工業
仙の森

(南山城村童仙房） 42ha

三洋化成工業
(和束町湯船） ４４ha

日本生命
(京丹波町和田）0.39ha

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｫﾄ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

エスペック

つつじの森づくり

（福知山市大江町毛原）126ha

三共精機、佛教大学
(南丹市美山町宮脇) 205ha

オムロン綾部事業所
(綾部市奥上林）85ha

三洋電機

三洋の森

(南丹市美山町中）7ha

三井物産
(京都市梅ケ畑) 19ha

住友生命、京都大学
(京都市･京大桂キャンパス) 0.5ha

京都南ライオンズクラブ
(京都市比叡山) 8.2ha

オムロン京都事業所
(長刀坂国有林）15ha

コカ・コーラウエスト
きょうとさわやか自然の森

オムロン京阪奈ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀ
(井手町多賀大正池）5ha

ＮＴＴドコモ
ドコモ京都宇治の森
(宇治市炭山) 50ha

ワタキューセイモア
(井手町多賀大正池）３６ha

東芝
(亀岡市東別院町東掛）68ha

サントリー
(長岡京市西山) 800ha

(大山崎町天王山)250ha

（山城地域）約700ha

京都乙訓ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ
(長岡京市西山）0.28ha

KDDI
(大山崎町天王山)5.6ha

ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｱﾒﾘｶﾝ･ﾀﾊﾞｺ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ
(長岡京市西山）0.5ha

全労済京都府本部

全労済の森

(亀岡市神前） 0.5ha

村田製作所
(亀岡市神前） 48ha

島津製作所
(南丹市八木町鳥羽・玉ノ井)

積水化学工業
仙の森

(南山城村童仙房） 42ha

京都生協
(亀岡市旭) 27.6ha

カミッグ(長岡京市西山）0.65ha

モリカワグループ
(南丹市美山町江和) 0.2ha

平和堂
(和束町湯船） 15ha

三洋化成工業
(和束町湯船） ４４ha

グンゼ
(綾部市鍛治屋町等）7.2ha

宮津ふるさとの森を育てる協議会

（宮津市小田）1.8ha

虎屋京都工場
(南丹市八木町北廣瀬）
32ha

陸上自衛隊
(宇治市西笠取）3.7ha
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(3) 森林づくり活動の支援 

 ①企業等の森林づくり交流会を開催 

９月１４日に「企業等の森林づくり交流会」を開催しました。 

   今回の交流会は、近畿中国森林管理局、滋賀県、京都府、京都モデルフォレスト協会     

の共催で開催したもので、滋賀県内や京都府内で森林づくり活動を実施若しくは実施を

検討している約 30 の企業や団体の担当者 60名の参加をいただきました。 

 キリンビール滋賀工場と村田製作所の事例報告の後、7 グループに分かれて活動に至

った経緯や活動状況、活動に当たって工夫していることや課題などの情報交換を行いま

した。 

 また、京都府山城広域振興局及び南丹広域振興局が開催された管内で活動する企業等

の交流会に参加し、情報の共有を図りました。 

 

②京都新聞に連載広告を掲載 

企業参加の森林づくり活動をＰＲし、さらに企業等の参加を促進するため、過年度か

ら実施してきている「美しい森林づくりの新たな担い手」と題してのシリーズ広告を京

都新聞に掲載しました。 

今年度に広告を掲載した企業等は、京都生協、グンゼ、モリカワグループ、カミッグ、

モデルフォレスト協会の５団体です。 
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４ 緑の募金の推進   

 

（１） 緑の募金活動の実施 

２２年度は、北山杉の間伐材や木の枝を加工等を活用した木のマグネットやコースタ

ーなどのオリジナル募金グッズを用意し、緑の募金への協力を呼びかけるとともに、各

地のイベントでも幅広く募金活動を展開した。また、企業等の協力により、緑の募金寄

付型自動販売機の設置や緑の募金キャンペーンを実施したが、景気の冷え込みにより企

業収益が悪化している中で企業募金等が伸び悩み、募金額については昨年の８９．７％

募金実績は 17,694,728 円となりました。 

 
  

＜緑の募金に寄付をいただき協会（国土緑化機構）から感謝状を贈呈した企業等＞ 

○ ﾋﾞｭｰﾃｨｰｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾋﾞﾗﾝ（290 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 企業のＣＳＲ活動の一環としての募金活動 

企業 CSR 活動の一環として、積極的に緑の募金キャンペーンを展開いただいた。 

＜キャンペーン＞ 

・住商フルーツ：Eco バナナの販売数に応じて募金 

・ジュビラン協同組合：加盟店に緑の募金を呼びかけ集約 

・アサヒ飲料：キャンペーン期間中の対象商品に応じて募金 

期 目標額 春期募金実績 秋期募金実績 合計 前年比 

H22 

H21 

H20 

H19 

21,000,000円 

20,000,000円 

20,000,000円 

20,000,000円 

15,021,715円 

15,713,844円 

14,963,309円 

14,350,716円 

2,673,013円 

4,016,411円 

3,280,168円 

2,671,045円 

17,694,728円 

19,730,255円 

18,243,477円 

17,021,761円 

89.7% 

108.1% 

107.2% 

111.4% 

家庭 7,901 千円 

45％ 

職場 3,907 千円 

22％ 

企業 2,387 千円 

13％ 

街頭 1,527 千円 

9％ 

その他 1,809 千円 

10％ 

学校 163 千円 

1％  

緑の募金の方法別内訳 
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・ 飲料自動販売機で募金活動 

飲料会社と自動販売機設置オーナーとで契約後、毎月、売上に応じて緑の募金を寄付

いただいており、現在、府内５３社の協力を得て設置されている。平成２２年の自動販

売機による募金額は 1,517,900 円となっています。 

【協力飲料会社】 

ダイドードリンコ㈱、近畿ペプシコーラ販売㈱、㈱伊藤園、アサヒカルピスビバレッ

ジ㈱、関西キリンビバレッジサービス㈱、ジャパンビバレッジ㈱、サンフーズオペレー

ション㈱ 

 

（２） 緑の募金による各種事業 

緑の募金は、学識経験者等で構成する「緑の募金運営協議会」で審議（2/24 に開催）

の上、事業実施希望者を公募するなどして、森林整備、緑化推進、緑の少年団活動等の

森林環境教育、緑化や森林づくりの普及啓発等に活用しました。 

 

①  まちなかの森づくり事業（1,931 千円）…【22年度 新規事業】 

   森や緑の少ない街中において、暮らしに潤いを与える緑の環境づくりを進め、府民等 

の森林や緑の大切さの認識を広めるため、身近な森づくりとしての植樹活動に助成金を 

交付する事業を公募しました。 

       【２２年度の取組団体】 

団  体  名 事 業 内 容 

京都府立桃山高等学校 正門前桜並木植樹 

京都府立八幡支援学校 校庭（緑地）もみの木他植栽 

（財）京都市都市緑化協会 二条公園ハナミズキ植栽 

 

②  森林整備（1,141 千円） 

ボーイスカウトやガールスカウトが行う森林愛護活動に対し、資材等の購入に必要な

経費及び森林整備活動や研修の経費について助成しました。 

   また、森林ボランティア団体等による、京都府民参加型の森林整備・保全活動等を支 

援するための助成金を交付しました。 

   【２２年度取り組み団体】 

団  体  名 事 業 内 容 

特定非営利活動法人 和の学校 夏休み木っ端細工教室 

京都森林インストラクター会 衣笠山森林観察会 

八木町マツタケ生産振興協議会 マツタケヤマ整備塾 

宮津ふるさとの森を育てる協議会 育てよう四季の森２０１０ 

天王山周辺森林整備推進協議会 天王山マツ山再生プロジェクト 

 

③ 緑化推進（3,803 千円） 

ア 地域緑化 

    地域での緑化を推進するため、府内の老人クラブに委託して養成されたツツジの 

苗木 327 本と京都府緑化センターから購入した桜苗木 340 本を地域の団体に無償配布
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し、公園や道路沿線、公共施設等に植栽しました。 

＜緑化樹委託先＞今山長春クラブ（南山城村）、船枝紫雲クラブ（南丹市） 

   ＜主な配布先＞ 銘城台自治会、亀岡市都市緑花協会、久美浜町甲山区など 

 

イ 学校緑化 

    教育環境の整備と緑を愛し育てる心を育むため、府内の小中学校 21 校に対し、植樹

木の購入等に要する経費に対して助成しました。 

学校名 学校名 学校名 

京都市立柏野小学校 

京都市立上鳥羽小学校 

京都市立安朱小学校 

京都市立松原中学校 

京都市立伏見中学校 

私立京都光華中学校 

大山崎町立第２大山崎小学校 

宇治市立笠取第二小学校 

城陽市立寺田小学校 

八幡市立男山第二中学校 

木津川市立相楽小学校 

木津川市立木津小学校 

相楽東部広域連合立南山城小学校 

亀岡市立西別院小学校 

亀岡市立つつじヶ丘小学校 

南丹市立神吉小学校 

南丹市立殿田中学校 

綾部市立物部小学校 

福知山市立南陵中学校 

伊根町立伊根中学校 

京丹後市立長岡小学校 

 

ウ 緑化運動・愛鳥週間ポスターコンクール 

    京都府と共催で、府内小中高校の生徒等を対象に緑化及び愛鳥ポスターコンクール

を実施した。優秀作品は、8 月 17 日からイオンモール京都ハナ（京都市右京区）等で

展示するとともに、表彰式を開催しました。また、全国応募のポスター原画コンクー

ルに応募した。 

応募総数 緑化運動ポスター：181 校 1,340 点 

愛鳥週間ポスター：191 校 1,431 点 計 2,771 点 

★平成２２年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール入賞者 

小学校の部 

高等学校の部 

国土緑化推進機構理事長賞 

国土緑化推進機構理事長賞 

伊豆田真之 

和田茉莉花 

京都市立朱雀第一小

学校 

京都学園高等学校 

  

  

 

伊豆田真之さんの作品 和田茉莉花さんの作品  展示会の様子 

 

エ 緑の少年団等育成 

  森林や緑の大切さを学ぶ緑の少年団活動を支援しました。 

 

 

古林千恵さんの作品 
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④ 地域での取組支援（緑の募金交付金）（9,793 千円） 

   地域の緑化推進団体（緑の募金支援団体）が、それぞれの地域で森林整備、植樹祭、

緑の少年団育成等の森林や緑を守り育てる取組みを実施するための経費として、各団体

の緑の募金実績の 75%を交付するとともに、緑の募金法施行規則第６条に基づき（社）

国土緑化推進機構に中央交付金を交付しました。 

 

平成２２年度 緑の募金交付金一覧 

交付先 交付額 

（千円） 

主な取組 

京都・乙訓緑化推進委員会 

 

1,549 

 

ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ・ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄの森林整備活動 

森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体活動支援、都市緑化、学校緑化、緑

の少年団育成、森林整備・緑化推進啓発活動 

山城ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ推進協議会 1,402 愛鳥モデル校活動助成、ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ・ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄの育成、

植樹助成等 

(財)亀岡市都市緑花協会 1,102 苗木・ﾌﾟﾗﾝﾀｰ配布、花づくりｺﾝｸｰﾙ、緑の少年団活動 

南丹・京丹波林業振興会 461 緑化樹の苗木配布 

福知山緑化推進委員会 1,203 「心に緑を」事業、緑化樹配布、千年の森ﾒﾓﾘｱﾙ植樹

祭、緑の少年団活動 

舞鶴市緑化推進委員会 1,941 学校緑化、植樹祭開催、青少年の団体育成活動 

綾部緑化推進委員会 501 苗木配布、緑の少年団活動助成、緑化樹配布 

与謝地方林業振興会 435 地域の植樹活動支援、緑の少年団活動等 

丹後地方林業振興会 169 緑の少年団活動等、学校緑化等助成 

小計 ９団体 8,763  

(社)国土緑化推進機構 1,030  

 


